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■
日
刊
産
業
新
聞 

販
売
部

■
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

０
１
２
０―

３
０
０
３
９
１

購
読
の
申
し
込
み

関東地区

異
形
棒
鋼
市
況
1000
円
下
落

異
形
棒
鋼
市
況
1000
円
下
落

原
料
安
で
指
し
値
厳
し
く

関東デーバー

3
契
販
価
据
え
置
き

契

約

見
直
し

全
体
3
％
の
価
格
修
正

ＢＨ価格ジリ安展開
12万円大台割れの懸念も

19年中国
鋼材生産

品
種
大
半
が
前
年
超

鉄
筋
棒
鋼

過
去
最
高
2.4
億
㌧

越に現法設立
16日から業務
オカムラ、アジア6カ国目

JOGMEC

石
炭
技
術
移
転
が
完
了

19
年
度

中
国
な
ど
4
カ
国

高
齢
者
擬
似
体
験

セ
ッ
ト
を
寄
贈

Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
・
姫
路

住
友
精
密
工
業

に
行
政
処
分

経
産
省

高
砂
事
故
｢有
罪
｣

コ
ベ
ル
コ
建
機

人
事

組
織
と

社
長
に
木
幡
氏

ナ
ス
ト
ー
ア

関
東
地
区
の
異
形
棒
鋼

市
況
は
前
週
比
で
ト
ン
1

0
0
0
円
方
下
落
し
た
。

足
元
で
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

電
炉
買
値
が
続
落
。
ゼ
ネ

コ
ン
な
ど
需
要
家
か
ら
の

指
し
値
が
厳
し
さ
を
増

し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
少

な
い
引
き
合
い
を
め
ぐ
っ

て
、
安
値
で
折
り
合
う
場

面
が
増
加
し
た
。
扱
い
筋

の
売
り
腰
が
軟
化
し
、
市

況
が
下
が
っ
た
。

市
況
は
ベ
ー
ス
サ
イ
ズ

の
直
送
で
ト
ン
当
た
り
6

万
5
0
0
0
―
6
万
6
0

0
0
円
ど
こ
ろ
。
向
け
先

な
ど
取
引
条
件
に
よ
っ
て

は
6
万
円
前
半
の
価
格
も

一
部
出
て
い
る
も
よ
う
。

足
元
で
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

電
炉
買
値
の
下
落
が
続
い

て
い
る
ほ
か
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
取
引
量
が
低
迷
。
た

だ
、
メ
ー
カ
ー
各
社
は
運

送
費
や
副
資
材
費
な
ど
の

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
も
あ

り
、
採
算
重
視
の
姿
勢
を

堅
持
し
て
い
る
。
市
況
は

小
幅
下
落
し
た
が
「
思
っ

て
い
た
ほ
ど
大
崩
れ
し
て

い
な
い
」（
商
社
筋
）
と
の

見
方
も
多
く
、
メ
ー
カ
ー

の
売
り
腰
の
強
さ
が
下
げ

幅
の
小
さ
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

需
要
面
は
土
木
関
連
が

底
堅
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も

あ
り
、
建
設
市
場
の
先
行

き
不
透
明
感
が
増
し
て
い

る
。「
新
規
の
引
き
合
い
が

少
な
い
。
月
内
の
仕
事
は

あ
る
も
の
の
、
4
月
以
降

の
案
件
は
不
透
明
と
な
り

つ
つ
あ
る
」（
流
通
筋
）
と

し
、
当
面
は
低
調
な
需
要

環
境
が
続
く
可
能
性
が
あ

り
、
市
況
は
安
値
寄
り
の

展
開
が
継
続
し
そ
う
だ
。

大
手
電
炉
メ
ー
カ
ー
、

合
同
製
鉄
と
朝
日
工
業
の

鉄
筋
棒
鋼
共
同
販
売
会

社
、
関
東
デ
ー
バ
ー
ス
チ

ー
ル
（
本
社
＝
東
京
都
千

代
田
区
、
山
﨑
晃
生
・
合

同
製
鉄
常
務
取
締
役
）
は

2
0
2
0
年
3
月
契
約
分

に
お
い
て
、
鉄
筋
棒
鋼
の

販
売
価
格
を
据
え
置
く
。

足
元
は
建
築
工
事
の
端
境

期
で
出
荷
が
低
迷
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
先
行
き
の

市
場
見
通
し
は
不
透
明
感

が
漂
う
。
こ
の
環
境
下
、

「
首
都
圏
で
は
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
案
件
が
目
白
押

し
で
、
12
月
か
ら
3
月
は

引
き
合
い
が
増
加
し
て
い

る
。
一
方
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
価
格
は
上
昇
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
各
種
コ
ス
ト

も
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
再
生
産
可
能
な

利
益
を
確
保
す
る
た
め
、

販
売
価
格
を
据
え
置
く
」

（
同
社
幹
部
）
こ
と
を
決

め
た
も
の
。

足
元
の
関
東
地
区
鉄
筋

棒
鋼
市
場
は
建
築
物
件
の

端
境
期
に
あ
り
、
新
規
引

き
合
い
は
少
な
く
、
製
品

出
荷
も
停
滞
感
が
強
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
前
に

実
施
す
る
各
種
工
事
向
け

出
荷
が
一
段
落
し
、「
製
品

出
荷
に
関
し
て
は
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
近
い

レ
ベ
ル
に
ま
で
落
ち
て
い

る
」（
同
社
幹
部
）
と
し
、

今
秋
以
降
で
回
復
基
調
に

戻
る
と
想
定
し
て
い
る
。

鉄
筋
棒
鋼
メ
ー
カ
ー
で

は
諸
資
材
を
は
じ
め
輸
送

費
、
労
務
費
な
ど
コ
ス
ト

高
の
状
況
が
継
続
中
。

年
々
激
甚
化
し
て
い
る
自

然
災
害
へ
の
対
策
や
、
安

定
生
産
を
継
続
す
る
た
め

の
設
備
老
朽
更
新
な
ど
で

コ
ス
ト
が
必
要
に
な
る
。

加
え
て
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

動
向
は
不
透
明
感
が
漂
っ

て
お
り
、今
後
、価
格
が
上

昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
環
境
下
に
お
い

て
、
関
東
デ
ー
バ
ー
ス
チ

ー
ル
は
再
生
産
可
能
な
利

益
を
確
保
す
る
た
め
、
3

月
契
約
分
の
販
売
価
格
を

据
え
置
く
も
の
。
同
社
で

は
20
年
入
り
後
、
販
売
価

格
を
据
え
置
い
て
い
る
。

一
方
、
同
社
は
鉄
筋
棒

鋼
の
契
約
形
態
見
直
し
に

基
づ
き
、「
契
約
後
1
年
」

を
超
え
る
と
と
も
に
、
出

荷
数
量
が
契
約
し
た
数
量

の
9
割
を
下
回
っ
て
い
る

案
件
（
1
0
0
㌧
の
契
約

で
あ
れ
ば
10
㌧
以
上
が
未

出
荷
の
状
態
）
に
つ
い
て

価
格
を
見
直
し
て
い
る
。

20
年
3
月
で
見
直
し
対

象
と
な
る
契
約
分
の
販
売

価
格
に
関
し
、
現
行
販
売

価
格
を
踏
ま
え
て
、
当
初

の
契
約
価
格
を
下
回
る
見

通
し
だ
。
見
直
し
対
象
と

な
る
数
量
は
、
19
年
3
月

に
契
約
し
た
数
量
の
3
％

程
度
と
少
な
い
。
関
東
鉄

筋
棒
鋼
市
況
は
前
年
同
月

比
で
下
落
し
て
お
り
、
ま

た
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
動

向
や
コ
ス
ト
状
況
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、
見
直
し
対
象
分
の
販

売
価
格
引
き
下
げ
を
決
め

て
い
る
。

国
内
の
Ｂ
Ｈ
（
ビ
ル
ト

Ｈ
形
鋼
）
の
価
格
は
ジ
リ

安
展
開
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
、
12
万
―
12
万
3
0

0
0
円
（
ト
ン
当
た
り
、

ス
ト
レ
ー
ト
物
、Ｓ
Ｓ
材
）

と
昨
年
末
比
2
0
0
0
―

3
0
0
0
円
下
落
し
て
い

る
。
建
築
鉄
骨
需
要
が
全

体
的
に
停
滞
気
味
に
な
っ

て
き
て
い
る
う
え
、
母
材

の
厚
板
や
切
板
の
価
格
自

体
も
下
落
し
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
ゼ
ネ
コ
ン
や

建
材
商
社
か
ら
の
Ｂ
Ｈ
製

作
業
者
へ
の
指
値
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
た
め
。
一

部
の
業
者
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど

で
鉄
骨
需
要
の
低
迷
が
長

期
化
す
る
と
、
12
万
円
の

大
台
割
れ
も
懸
念
さ
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｈ
価
格
は
昨
年
1
―

3
月
、
13
万
―
13
万
3
0

0
0
円
ど
こ
ろ
で
横
ば
い

で
推
移
し
た
。
た
だ
、
同

4
月
以
降
は
中
小
の
工
場

・
倉
庫
案
件
が
減
少
し
た

こ
と
に
加
え
、
ハ
イ
テ
ン

シ
ョ
ン
ボ
ル
ト
や
プ
レ
ス

コ
ラ
ム
の
品
薄
に
よ
る
建

築
構
造
の
設
計
変
更
も
重

な
り
、
需
要
は
大
型
物
件

を
除
く
と
中
小
物
件
が

徐
々
に
減
少
し
て
い
っ

た
。
結
果
、
Ｂ
Ｈ
価
格
も

昨
年
4
―
6
月
段
階
で
12

万
5
0
0
0
―
13
万
円
に

下
落
。

秋
以
降
は
需
要
が
さ
ら

に
落
ち
込
む
と
と
も
に
台

風
も
重
な
り
、
一
部
の
地

域
で
建
築
工
事
が
遅
れ
る

な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、

Ｂ
Ｈ
業
者
の
稼
働
率
も
大

手
で
7
―
8
割
、
中
小
で

6
―
7
割
ま
で
低
下
。
Ｂ

Ｈ
価
格
も
さ
ら
に
下
げ
基

調
と
な
り
、
昨
年
末
に
は

12
万
3
0
0
0
―
12
万
5

0
0
0
円
が
中
心
と
な
っ

た
。今

年
に
入
っ
て
も
、
鉄

骨
需
要
は
首
都
圏
で
大
型

案
件
が
落
ち
込
み
、
全
国

的
に
も
工
場
案
件
が
減
少

し
て
お
り
、
先
行
き
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
、
工
事
の
一
時

休
止
や
延
期
が
懸
念
さ
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

需
要
面
以
外
で
は
材
料
と

な
る
母
材
は
輸
入
材
を
中

心
に
下
が
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
い
切
板
価

格
も
下
げ
足
を
早
め
て
お

り
、
関
西
地
区
で
は
10
万

円
（
直
線
切
り
）
を
維
持

で
き
る
か
ど
う
か
の
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｈ
業

者
も
こ
う
し
た
材
料
の
値

下
が
り
で
、
Ｂ
Ｈ
の
受
注

価
格
に
つ
い
て
は
よ
り
弾

力
的
に
対
応
で
き
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
ゼ
ネ
コ
ン
・

建
材
商
社
は
Ｂ
Ｈ
業
者
に

厳
し
い
指
値
を
提
示
し
て

お
り
、
12
万
円
台
が
維
持

で
き
る
か
注
目
さ
れ
る
。

【
上
海
支
局
】
中
国
の

2
0
1
9
年
の
鋼
材
生
産

量
は
大
半
の
品
種
が
前
年

を
上
回
っ
た
。
最
大
品
種

の
鉄
筋
用
棒
鋼
は
2
億
4

9
7
2
万
㌧
と
前
年
比
17

・
8
％
増
え
、
過
去
最
高

を
記
録
。
大
形
形
鋼
は
19

・
9
％
増
、
熱
延
鋼
板
や

中
厚
広
幅
鋼
帯
、
電
磁
鋼

板
な
ど
が
10
％
増
と
近
年

で
最
も
高
い
増
加
率
を
示

し
た
。
米
中
貿
易
摩
擦
の

影
響
な
ど
経
済
の
減
速
を

懸
念
し
た
政
府
が
景
気
下

支
え
策
を
行
い
、
需
要
が

増
加
し
た
。
20
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
需
要
が
減
り
、
多
く
の

品
種
の
生
産
が
前
年
を
下

回
る
可
能
性
が
あ
る
。

全
鋼
材
生
産
は
前
年
比

9
・
8
％
増
。
12
月
は
前

年
同
月
比
11
・
3
％
増
と

年
平
均
を
大
き
く
上
回

り
、
年
後
半
に
か
け
て
増

勢
を
強
め
た
。
鉄
道
用
鋼

材
は
12
月
に
前
年
同
月
を

下
回
り
、
イ
ン
フ
ラ
工
事

が
や
や
失
速
し
た
が
、
厚

鋼
板
は
同
16
・
6
％
増

え
、
熱
延
鋼
板
が
24
・
9

％
増
、
熱
延
広
幅
鋼
帯
18

・
4
％
増
、
電
磁
鋼
板
が

17
・
3
％
増
え
る
な
ど
多

く
の
品
種
が
年
末
に
増
え

た
。

オ
カ
ム
ラ
は
12
日
、
ベ

ト
ナ
ム
に
現
地
法
人
を
設

立
し
、
3
月
か
ら
業
務
を

開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

現
地
で
オ
フ
ィ
ス
、
商
業

店
舗
向
け
家
具
・
什
器
の

販
売
を
手
掛
け
る
。
よ
り

き
め
細
や
か
で
迅
速
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
と
、
さ
ら
な

る
顧
客
開
拓
と
基
盤
強
化

を
目
的
と
し
て
い
る
。

現
地
法
人
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｖ
Ｉ

Ｅ
Ｔ
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

Ａ
Ｎ
Ｙ

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｄ
」
は
オ
カ
ム
ラ
1
0
0

％
出
資
で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

に
設
立
。
資
本
金
は
1
4

5
万
㌦
。
16
日
か
ら
業
務

開
始
の
予
定
。

高
い
経
済
成
長
が
続
く

ベ
ト
ナ
ム
は
同
社
の
オ
フ

ィ
ス
環
境
事
業
や
商
環
境

事
業
で
の
主
要
顧
客
の
進

出
も
旺
盛
で
、
現
地
で
の

顧
客
対
応
の
一
層
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
進
出

に
よ
り
、
ア
ジ
ア
地
域
の

営
業
拠
点
は
タ
イ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア

に
次
ぐ
6
カ
国
目
と
な

る
。
今
後
も
海
外
事
業
基

盤
の
拡
充
を
図
り
、
グ
ロ

ー
バ
ル
体
制
の
一
層
の
強

化
に
努
め
、
ア
ジ
ア
経
済

の
成
長
に
貢
献
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
は
11
日
、
2
0

1
9
年
度
の
産
炭
国
へ
の

石
炭
採
掘
、
保
安
技
術
移

転
事
業
を
完
了
し
た
と
発

表
し
た
。
中
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
を
対
象
に
国
内

受
入
研
修
で
1
4
3
人
、

専
門
家
派
遣
研
修
で
延
べ

1
万
4
6
6
7
人
に
実
施

し
た
。
対
象
国
か
ら
は
高

い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
た
。

20
年
度
以
降
も
継
続
、
産

炭
国
へ
の
支
援
を
通
じ
て

日
本
の
安
定
調
達
を
側
面

支
援
す
る
。

中
国
で
は
02
年
に
研
修

が
始
ま
っ
た
当
時
は
石
炭

生
産
約
16
億
㌧
に
対
し

て
、
炭
鉱
災
害
の
死
者
数

が
6
9
9
5
人
だ
っ
た

が
、
19
年
は
生
産
約
37
億

㌧
に
対
し
て
死
者
3
1
6

人
と
大
き
く
減
っ
た
。
中

国
側
は
日
本
が
安
全
生
産

に
貢
献
し
た
と
評
価
し
て

い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
は
02
年
の
生

産
約
1
7
0
0
万
㌧
当
時

の
死
者
37
人
に
対
し
て
、

19
年
は
生
産
4
0
5
0
万

㌧
、
死
者
13
人
に
災
害
が

減
っ
た
。
生
産
効
率
、
安

全
性
向
上
に
日
本
の
貢
献

が
大
き
い
と
ベ
ト
ナ
ム
側

は
評
価
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
研

修
の
貢
献
も
あ
り
、
災
害

率
が
低
下
し
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
側
は
日
本
の
貢
献

に
よ
る
人
材
育
成
の
成
果

を
活
用
し
、
良
質
な
石
炭

を
日
本
向
け
に
輸
出
し
た

い
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
坑
内
掘

り
炭
鉱
で
は
落
盤
な
ど
事

故
が
多
か
っ
た
。
日
本
の

通
気
、
落
盤
関
連
の
坑
内

保
安
技
術
移
転
を
受
け
た

の
が
有
益
と
コ
ロ
ン
ビ
ア

側
は
評
価
し
て
い
る
。

日
本
高
周
波
鋼
業

▽
年
間
一
時
金
＝
業
績

連
動淀

川
製
鋼
所

▽
初
任
賃
金
＝
一
律
1

0
0
0
円
増
額
。
高
卒
一

般
職
社
員
の
初
任
賃
金
は

2
0
0
0
円
増
額

▽
一
時
金
＝
業
績
連
動

方
式▽

役
付
手
当
＝
作
業

長
、
副
作
業
長
、
班
長
及

び
副
班
長
の
役
付
手
当
を

各
々
1
0
0
0
円
増
額

▽
年
次
有
給
休
暇
＝
積

立
制
度
の
累
積
限
度
日
数

を
60
日
と
す
る
。
半
日
有

給
休
暇
制
度
の
取
得
制
限

回
数
を
年
間
24
回
ま
で
と

す
る▽

そ
の
他

＝
育
児
の
た

め
の
短
時
間

勤
務
措
置

を
、
小
学
校

3
年
生
終
了

時
ま
で
の
期

間
と
す
る
。

た
だ
し
、
1

日
2
時
間
ま

で
と
し
、
1

時
間
を
超
え

る
時
間
分
は

無
給
と
す
る

（
役
付
手

当
は
3
月
16

日
か
ら
、
初

任
賃
金
と
そ

の
他
は
4
月
1
日
か
ら
、

年
次
有
給
休
暇
は
4
月
16

日
か
ら
実
施
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
姫
路
製
造

所
（
姫
路
市
、
所
長
＝
中

塚
敏
郎
・
常
務
執
行
役
員
）

は
こ
の
ほ
ど
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
姫
路

市
社
会
福
祉
協
議
会
に

「
高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ

ト
」
を
寄
贈
し
た
。
2
0

1
2
年
度
の
会
社
統
合
に

よ
る
新
生
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼

発
足
以
降
8
年
連
続
と
な

り
、
今
月
10
日
に
姫
路
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
部
内

（
兵
庫
県
姫
路
市
）
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ

た
。高

齢
者
擬
似

体
験
セ
ッ
ト
は

14
年
か
ら
毎
年

寄
贈
し
て
お

り
、
手
軽
に
高

齢
者
の
感
覚
を

体
験
で
き
る
こ

と
か
ら
学
校
を

始
め
と
し
た
教

育
機
関
で
の
高

齢
者
体
験
教
育

や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と

い
っ
た
介
護
施
設
で
の
従

業
員
の
新
人
研
修
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
好
評
と
い

う
。Ｊ

Ｆ
Ｅ
条
鋼
（
渡
邉
誠

社
長
）
は
「
人
に
環
境
に

優
し
い
鉄
づ
く
り
」
と
い

う
方
針
の
下
、
全
国
各
地

で
多
様
な
社
会
貢
献
活
動

に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
姫
路
製
造
所
で
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄

贈
の
ほ
か
、
地
元
自
治
会

へ
の
防
災
テ
ン
ト
の
寄
贈

や
地
元
小
学
生
の
球
技
大

会
へ
の
協
賛
も
行
っ
て
い

る
。 経

済
産
業
省
は
12
日
、

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ

き
、
住
友
精
密
工
業
に
登

録
特
定
設
備
製
造
業
者
の

登
録
の
取
消
し
、
認
定
試

験
者
の
認
定
の
取
消
し
等

の
行
政
処
分
を
行
っ
た
。

登
録
お
よ
び
そ
の
更
新
時

の
申
請
書
類
で
、
特
定
設

備
（
プ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン
熱

交
換
器
）
の
製
造
工
程
中

の
一
部
の
製
造
・
検
査
を

外
注
で
行
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
社
内
で
行

う
と
虚
偽
の
記
載
を
し
て

い
た
こ
と
、
さ
ら
に
認
定

試
験
者
と
し
て
作
成
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
施
工

記
録
検
査
記
録
で
、
高
圧

ガ
ス
設
備
（
配
管
）
の
製

造
工
程
中
の
一
部
の
施
工

・
検
査
を
外
注
で
行
っ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

社
内
で
行
っ
た
と
虚
偽
の

記
載
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、行
政
処
分
に
至
っ
た
。

な
お
、
プ
レ
ー
ト
フ
ィ

ン
型
熱
交
換
器
に
つ
い
て

は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に

基
づ
き
自
ら
に
よ
る
法
定

検
査
と
は
別
途
、
都
道
府

県
、
政
令
指
定
都
市
等
が

定
期
的
に
検
査
（
非
破
壊

検
査
や
気
密
試
験
の
結
果

の
確
認
）
を
行
い
、
安
全

性
を
確
保
し
て
お
り
、
検

査
を
担
当
す
る
全
て
の
都

道
府
県
お
よ
び
政
令
指
定

都
市
等
の
調
査
で
も
、
問

題
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

コ
ベ
ル
コ
建
機
の
高
砂

工
場
（
神
戸
製
鋼
所
高
砂

事
業
所
内
）
で
2
0
1
8

年
7
月
26
日
発
生
し
た
、

同
社
製
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー

ン
社
内
試
験
中
の
死
傷
事

故
に
関
し
、
同
社
従
業
員

2
人
が
業
務
上
過
失
致
死

傷
罪
で
起
訴
さ
れ
た
裁
判

が
、
12
日
に
神
戸
地
方
裁

判
所
で
行
わ
れ
、
有
罪
判

決
を
受
け
た
。

判
決
で
1
人
に
対
し
、

禁
錮
2
年
6
カ
月
執
行
猶

予
4
年
、
も
う
1
人
に
対

し
て
禁
錮
2
年
執
行
猶
予

4
年
の
有
罪
判
決
を
下
し

た
。同

判
決
を
受
け
て
コ
ベ

ル
コ
建
機
で
は
同
日
、「
事

故
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
し
、
ご
遺
族
の

方
々
に
対
し
ま
し
て
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
怪
我
を
さ
れ

た
方
々
に
対
し
ま
し
て
も

重
ね
て
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
発
表
。

当
該
事
故
の
判
決
を
受

け
た
従
業
員
の
過
失
の
み

に
起
因
す
る
も
の
で
は
な

く
、
事
故
当
時
の
企
業
と

し
て
の
管
理
体
制
の
不
十

分
さ
も
影
響
し
た
と
し
、

反
省
と
、
事
故
後
進
め
る

安
全
対
策
や
再
発
防
止
策

を
厳
格
運
用
に
取
り
組
む

方
針
を
表
明
し
た
。

神
戸
製
鋼
所

（
3
月
16
日
付
）

■
次
課
長
ク
ラ
ス

▽
溶
接
事
業
部
門
企
画
管
理

部
主
任
部
員
〈
茨
木
〉（
溶
接
事

業
部
門
企
画
管
理
部
主
任
部
員

〈
藤
沢
〉）根
本
剛

日
本
冶
金
工
業

（
4
月
1
日
付
）

【
機
構
改
革
】

一
、
経
営
企
画
部
内
に
「
法

務
・
広
報
室
」
を
新
設
し
、
総

務
部
の
一
部
、
お
よ
び
広
報
室

の
機
能
を
移
管

（
6
月
25
日
付
）

■
新
任
取
締
役
候
補

▽
〔
新
任
〕
伊
藤
真
平
（
現

常
務
執
行
役
員
営
業
本
部
長
）

■
新
任
監
査
役
﹇
社
外
﹈
候

補
▽
〔
〃
〕
川
端
泰
司
（
現
日

本
精
線
顧
問
）

■
退
任
予
定
取
締
役

▽
堀
内
晃

■
退
任
予
定
監
査
役

▽
岸
木
雅
彦

■
補
欠
社
外
監
査
役
候
補

▽
星
川
信
行

（
4
月
1
日
付
）

■
新
任
執
行
役
員

▽
〔
新
任
〕
荻
原
浩
（
現
グ

ル
ー
プ
環
境
・
知
的
財
産
部
長
）

■
昇
任
執
行
役
員

▽
〔
昇
任
〕
専
務
執
行
役
員

（
常
務
執
行
役
員
）
王
昆

▽〔
〃
〕常
務
執
行
役
員（
執

行
役
員
Ｍ
Ｐ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
）
山
田
恒

■
退
任
執
行
役
員

▽
退
任
﹇
6
月
25
日
付
常
任

顧
問
﹈（
取
締
役
常
務
執
行
役
員

川
崎
製
造
所
長
）
堀
内
晃

■
委
嘱
の
異
動

▽
Ｍ
Ｐ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ

ー
ダ
ー
委
嘱
（
グ
ル
ー
プ
環
境

・
知
的
財
産
部
長
）
荻
原
浩

▽
川
崎
製
造
所
長
委
嘱
解
Ｍ

Ｐ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

委
嘱
（
執
行
役
員
Ｍ
Ｐ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）
山
田
恒

▽
解
川
崎
製
造
所
長
委
嘱

（
取
締
役
常
務
執
行
役
員
川
崎

製
造
所
長
）
堀
内
晃

（
6
月
1
日
付
）

▽
解
経
理
部
長
委
嘱
（
取
締

役
常
務
執
行
役
員
経
理
部
長
）

小
林
伸
互

（
4
月
1
日
付
）

■
重
要
な
使
用
人
の
異
動

▽
法
務
・
広
報
室
長
兼
務
解

海
外
営
業
部
兼
務
（
経
営
企
画

部
部
長
兼
海
外
営
業
部
）
岡
本

光
重▽

グ
ル
ー
プ
環
境
・
知
的
財

産
部
長
（
グ
ル
ー
プ
環
境
・
知

的
財
産
部
部
長
）
佐
藤
敦

（
6
月
1
日
付
）

▽
経
理
部
長（
人
事
部
部
長
）

荒
木
隆
宏

（
7
月
1
日
付
）

▽
九
州
支
店
長
（
大
阪
支
店

2
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
近
藤
規

洋
▽
大
阪
支
店
副
支
店
長
兼
2

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（
九
州
支
店

長
）
安
岡
太
郎

▽
川
崎
製
造
所
総
務
部
長

（
川
崎
製
造
所
設
備
管
理
部
長
）

池
田
佳
隆

▽
〃
生
産
管
理
部
長
（
経
営

企
画
部
部
長
）
赤
坂
昌
幸

▽
〃
設
備
管
理
部
長
（
川
崎

製
造
所
生
産
管
理
部
長
）
寺
井

利
彦▽

ナ
ス
物
産
出
向
（
〃
総
務

部
長
）
内
田
良
治

（
4
月
1
日
付
）

■
取
締
役
お
よ
び
執
行
役
員

担
当
・
委
嘱

《
代
表
取
締
役
会
長
》

▽
木
村
始

《
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役

員
社
長
》

▽
久
保
田
尚
志

《
取
締
役
》

▽
堀
内
晃
（
社
長
補
佐
）

《
取
締
役
常
務
執
行
役
員
》

▽
小
林
伸
互
（
総
務
部
／
人

事
部
／
経
理
部
／
経
理
部
長

﹇
5
／
31
ま
で
﹈）

《
社
外
取
締
役
》

▽
道
林
孝
司

▽
佐
野
鉱
一

《
専
務
執
行
役
員
》

▽
王
昆
（
技
術
研
究
所
グ
ル

ー
プ
環
境
・
知
的
財
産
部
）

《
常
務
執
行
役
員
》

▽
伊
藤
真
平
（
営
業
本
部
販

売
企
画
部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営

業
部
販
売
担
当
6
支
店
／
営
業

本
部
長
）

▽
浦
田
成
己
（
海
外
営
業
部

海
外
現
地
法
人
／
営
業
本
部
副

本
部
長
兼
海
外
営
業
部
長
）

▽
豊
田
浩
（
経
営
企
画
部
情

報
シ
ス
テ
ム
部
／
経
営
企
画
部

長
）▽

山
田
恒
（
川
崎
製
造
所
／

川
崎
製
造
所
長
）

《
執
行
役
員
》

▽
永
田
顕
二
（
原
料
鉱
石
部

購
買
部
大
江
山
製
造
所
／
原
料

鉱
石
部
長
）

▽
福
田
章
弘
（
人
事
部
長
）

▽
秋
本
朗
（
東
京
支
店
長
）

▽
早
川
尚
（
川
崎
製
造
所
副

所
長
兼
川
崎
製
造
所
製
造
部

長
）▽

荻
原
浩
（
設
備
企
画
部
Ｍ

Ｐ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
Ｍ
Ｐ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）

（
6
月
25
日
付
）

■
取
締
役
お
よ
び
執
行
役
員

担
当
・
委
嘱

《
代
表
取
締
役
会
長
》

▽
木
村
始

《
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役

員
社
長
》

▽
久
保
田
尚
志

《
取
締
役
常
務
執
行
役
員
》

▽
小
林
伸
互
（
総
務
部
人
事

部
経
理
部
）

▽
伊
藤
真
平
（
営
業
本
部
販

売
企
画
部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営

業
部
販
売
担
当
6
支
店
／
営
業

本
部
長
）

《
社
外
取
締
役
》

▽
道
林
孝
司

▽
佐
野
鉱
一

《
専
務
執
行
役
員
》

▽
王
昆
（
技
術
研
究
所
グ
ル

ー
プ
環
境
・
知
的
財
産
部
）

《
常
務
執
行
役
員
》

▽
浦
田
成
己
（
海
外
営
業
部

海
外
現
地
法
人
／
営
業
本
部
副

本
部
長
兼
海
外
営
業
部
長
）

▽
豊
田
浩
（
経
営
企
画
部
情

報
シ
ス
テ
ム
部
／
経
営
企
画
部

長
）▽

山
田
恒
（
川
崎
製
造
所
／

川
崎
製
造
所
長
）

《
執
行
役
員
》

▽
永
田
顕
二
（
原
料
鉱
石
部

購
買
部
大
江
山
製
造
所
／
原
料

鉱
石
部
長
）

▽
福
田
章
弘
（
人
事
部
長
）

▽
秋
本
朗
（
東
京
支
店
長
）

▽
早
川
尚
（
川
崎
製
造
所
副

所
長
兼
川
崎
製
造
所
製
造
部

長
）▽

荻
原
浩
（
設
備
企
画
部
Ｍ

Ｐ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
Ｍ
Ｐ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）

（
6
月
22
日
付
）

■
グ
ル
ー
プ
会
社
の
役
員
異

動
《
ナ
ス
ト
ー
ア
》

■
昇
任
役
員

▽〔
昇
任
〕取
締
役
社
長（
ナ

ス
ト
ー
ア
取
締
役
）
木
幡
武

▽
〔
〃
〕
常
務
取
締
役
（
〃
）

吉
野
博

■
退
任
役
員

▽
相
談
役
（
ナ
ス
ト
ー
ア
取

締
役
社
長
）
大
塚
行
宏

（
6
月
19
日
付
）

《
ナ
ス
物
産
》

■
新
任
役
員

▽〔
新
任
〕常
勤
監
査
役（
ナ

ス
ク
リ
エ
ー
ト
常
務
取
締
役
兼

ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
取
締

役
）
長
谷
川
正

《
ナ
ス
ク
リ
エ
ー
ト
》

■
退
任
役
員

▽
ナ
ス
物
産
常
勤
監
査
役

（
ナ
ス
ク
リ
エ
ー
ト
常
務
取
締

役
）
長
谷
川
正

《
ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
》

■
新
任
役
員

▽
〔
新
任
〕
取
締
役
（
ナ
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
建
設
部

長
）
嘉
陽
富
男

■
退
任
役
員

▽
ナ
ス
物
産
常
勤
監
査
役

（
ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
取

締
役
）
長
谷
川
正

（
3
月
1
日
付
）

《
ナ
ス
ト
ー
ア
タ
イ
》

■
昇
任
役
員

▽〔
昇
任
〕取
締
役
社
長（
ナ

ス
ト
ー
ア
タ
イ
取
締
役
副
社

長
）
藤
本
和
志

■
退
任
役
員

▽
退
任
（
ナ
ス
ト
ー
ア
タ
イ

取
締
役
社
長
）
鈴
木
和
夫

（
4
月
1
日
付
）

■
人
事
異
動

▽
川
崎
製
造
所
製
造
技
術
部

﹇
素
材
技
術
Ｔ
﹈
勤
務
（
川
崎

製
造
所
製
造
部
製
鋼
工
場
長
）

山
下
佳
孝

▽
〃
製
造
部
製
鋼
工
場
長

（
川
崎
製
造
所
品
質
保
証
部﹇
Ｃ

Ｓ
Ｔ
﹈）粢
田
清
輝

▽
大
江
山
製
造
所
製
造
部
品

質
・
技
術
Ｔ
Ｌ
兼
務
（
大
江
山

製
造
所
製
造
部
製
造
部
長
付
）

中
澤
徳
男

▽
〃
製
造
部
長
付
（
〃
品
費

・
技
術
Ｔ
Ｌ
）
井
田
学
志

（
7
月
1
日
付
）

▽
経
営
企
画
部
勤
務
（
川
崎

製
造
所
生
産
管
理
部
物
流
Ｔ

Ｌ
）
井
﨑
哲
郎

▽
川
崎
製
造
所
生
産
管
理
部

物
流
Ｔ
Ｌ（
〃
生
産
管
理
部﹇
物

流
Ｔ
﹈）田
中
勇
輔

※
Ｔ
は
チ
ー
ム
、
Ｔ
Ｌ
は
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー

中国の2019年鋼材生産量

（単位 :万トン、％）

構成比

去年同期

100.00

0.46

0.34

0.07

1.21

3.97

6.66

19.32

13.12

0.72

2.62

3.42

0.30

2.86

12.37

7.19

4.95

4.22

0.72

4.89

0.71

0.92

2.44

4.62

2.32

資料 :中国鋼鉄工業協会

本年

100.00

0.43

0.34

0.06

1.32

4.04

6.67

20.73

13.02

0.71

2.66

3.35

0.30

2.70

12.40

6.94

4.46

4.10

0.54

4.76

0.67

0.93

2.32

4.66

2.28

前年比

9.79

3.04

7.37

�10.25

19.86

11.47

9.92

17.82

8.90

9.08

11.56

7.61

10.28

3.54

10.07

6.05

�0.96

6.53

�17.94

6.89

2.68

10.72

4.59

10.89

8.00

2018年

109,734.06

504.60

377.24

79.19

1,323.94

4,361.76

7,310.58

21,195.61

14,399.83

788.26

2,870.72

3,755.39

324.14

3,140.46

13,571.61

7,885.02

5,427.11

4,634.02

792.22

5,368.92

781.43

1,010.79

2,675.56

5,067.52

2,543.24

2019年

120,477.42

519.94

405.04

71.08

1,586.87

4,862.22

8,035.74

24,971.62

15,682.00

859.87

3,202.64

4,041.22

357.48

3,251.62

14,938.25

8,361.98

5,374.78

4,936.66

650.07

5,738.87

802.36

1,119.15

2,798.38

5,619.17

2,746.80

前年
同月比

11.28

�4.63

�2.18

9.95

�0.84

8.32

12.96

13.10

9.50

19.21

16.60

6.94

24.86

4.11

12.02

18.44

6.70

6.56

9.50

13.16

7.64

17.32

2.08

11.09

21.66

前年同月

9,374.98

41.57

30.11

6.10

122.99

397.42

590.37

1,932.84

1,219.48

52.58

229.68

307.99

26.04

288.38

1,174.68

598.21

459.46

403.24

56.50

456.26

65.82

77.49

224.69

418.22

230.02

11月

10,401.63

47.31

33.62

8.13

135.47

442.37

682.38

2,240.84

1,352.06

66.96

256.57

300.71

34.22

295.39

1,192.38

714.54

488.78

372.42

57.99

523.76

73.24

92.72

242.50

533.95

252.83

12月

10,432.94

39.64

29.45

6.70

121.95

430.48

666.87

2,185.98

1,335.28

62.67

267.80

329.36

32.52

300.23

1,315.83

708.52

490.24

429.67

61.87

516.29

70.85

90.91

229.37

464.60

279.84

品 種

全鋼材

鉄道用鋼材

重レール

軽レール

大形形鋼

中小形形鋼

棒鋼

鉄筋用棒鋼

線材
(バーインコイル)

特殊厚板

厚鋼板

中厚板

熱延鋼板

冷延鋼板

中厚広幅鋼帯

熱延広幅鋼帯

冷延広幅鋼帯

熱延狭幅鋼帯

冷延狭幅鋼帯

亜鉛めっき鋼板
(コイル)
カラー鋼板
(コイル)

電磁鋼板(コイル)

継目無鋼管

電縫鋼管

その他鋼材
新型コロナウイルスの感染拡大防止策

期間

3月3日から3月
20日

・不要不急な社内会議中止
・当社主催の行事および懇親会は、社内外問わず原則見合わせ
・出張は原則禁止

3月3日から期限
を設けず

・3月14日開催予定の創業記念式典は延期（7月中旬）
・その他、会議等は特に規制なし
・不急の海外出張は見合わせる
・国内出張に関しては特に規制なし

・訪問原則延期
・出張原則延期
・手洗いうがいマスク着用励行

対象と勤務体制

全社員
出退勤時間の変更、在宅勤務
の活用

全社員120人
公共交通機関を利用しての通
勤者は時差通勤又は勤務地の
変更
高校生以下の保護者は勤務時
間の変更等で対応

60人

企業名

NST日本鉄板

平野鋼線

佐藤鉄鋼

贈
呈
式
（
左
が
中
塚
所
長
）


